
＊背景は、川内川あらし発生時の風景（湯島町から）

　

平
成
30
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
年
の
お
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
・
豪
雨
な
ど
に
よ

る
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、

そ
の
脅
威
を
痛
感
し
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。
特
に
、
九
州
北
部
豪
雨
で

多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ

こ
に
改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
し
、
一

日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
昨
年
の
主
な
動
き

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
３
月
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
た
柴

田
美
咲
さ
ん
に
、
薩
摩
川
内
観
光
大

使
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
、
樋
脇
高
校
跡
地
に
整

備
を
進
め
て
い
た「
樋
脇
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
ま
た
、
少
年
自
然
の
家
の
来

場
者
が
、
同
月
に
１
０
０
万
人
を
突

破
し
、
７
月
に
は
開
所
30
周
年
記
念

式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
、
韓
国
昌
寧
郡
と
の
友

好
都
市
締
結
５
周
年
記
念
式
典
を
開

催
し
、
10
月
に
は
、
公
式
訪
韓
団
を

派
遣
す
る
な
ど
相
互
の
交
流
も
深
め

ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
中
越
パ
ル
プ
工
業
㈱

の
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の

商
業
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
、
夢
の
新

素
材
と
し
て
、
今
後
、
地
域
経
済
の

浮
揚
・
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
市
の
機
関
が
一
丸
と

な
り
、
職
員
の
仕
事
と
子
育
て
・
介

護
、
地
域
活
動
な
ど
と
の
両
立
支
援

や「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、「
イ
ク
ボ
ス
宣

言
」を
行
い
、
翌
８
月
に
は
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
、
女
性
の
職
業
生
活

に
お
け
る
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
、

薩
摩
川
内
市
女
性
活
躍
推
進
協
議
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
、
入
来
工
業
団
地
内
に

㈱
バ
イ
テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
薩
摩
川
内

の
完
全
閉
鎖
型
植
物
工
場
が
完
成
し
、

生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
市
街
地
に
お
け
る
に

ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
、
川
内
駅
東
口

に
整
備
を
進
め
て
い
る
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
に
つ
い
て
、
鹿
児
島

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
㈱
を
代
表
企

業
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
基
本
協
定
を

締
結
し
、
平
成
32
年
７
月
の
供
用
開

始
に
向
け
、
諸
手
続
き
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
川
内
港
開
港
30
周
年

記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
常
熟
市

と
の
友
好
都
市
交
流
の
開
始
当
初
か

ら
歴
代
市
長
が
切
望
し
て
き
た
、
川

内
港
と
常
熟
港
と
の
貿
易
に
つ
き
ま

し
て
も
、
直
行
便
に
よ
る
地
元
産
を

含
む
木
材
輸
出
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し

ま
国
体
」の
開
催
に
向
け
た
施
設
整

備
、
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
に

呼
応
し
、
大
河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」

の
放
送
に
も
合
わ
せ
、
西
郷
像
な
ど

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
総
合
防
災

セ
ン
タ
ー
も
竣
工
し
、
東
郷
地
域
に

整
備
を
進
め
て
い
る「
東
郷
学
園
義

務
教
育
学
校
」も
平
成
30
年
度
中
に

完
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
湯
之
元

バ
イ
パ
ス（
湯
田
町
）が
平
成
30
年
度

中
に
開
通
し
ま
す
が
、
南
九
州
西
回

り
自
動
車
道「
阿
久
根
川
内
道
路
」や

川
内
川
川
内
市
街
部
改
修（
大
小
路

地
区
）、
宮
崎
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
社

会
基
盤
の
整
備
も
、
国
県
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
着
々
と
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
他
、
本
土
地
域
４
支

所
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
女

性
活
躍
推
進
や
働
き
方
改
革
の
取
り

組
み
、
農
林
漁
業
の
六
次
産
業
化
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
、観
光
・
ス
ポ
ー

ツ
、
健
康
・
福
祉
や
教
育
な
ど
の
施

策
も
引
き
続
き
推
進
し
、「
み
ん
な

の
ふ
る
さ
と　

躍
動
薩
摩
川
内
」の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
ま

し
て
、
今
年
も
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
、
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

薩
摩
川
内
産
品
の
販
路
拡
大
へ
！
三
者
間
で

包
括
連
携
協
定
締
結
、｢

薩さ
つ

摩ま
の

國く
に｣

戸と

越ご
し

銀ぎ
ん

座ざ

店
オ
ー
プ
ン

　今年度から本市が取り組む｢薩摩國ブランド
EC プロジェクト事業｣の一環として、７月６日

（木）に、楽天㈱、㈱薩摩川内市観光物産協会、
本市の三者間で、包括連携協定を締結しまし
た。これは、インターネットサービスを利用し
た物産・観光振興を通して、本市の活性化に向
けて協働で取り組むためのものです。
　また、９月１日（金）には、東京都品川区戸越
銀座商店街に本市のアンテナショップとして 
｢薩摩國｣戸越銀座店がオープン。つけあげやキ
ビナゴ唐揚げの実演販売を行うなど、本市産品
の販路拡大施設としてにぎわっています。

少
年
自
然
の
家
開
所
30
周
年
記
念
式
典

来
場
者
１
０
０
万
人
突
破

　４月 26 日（水）、
少年自然の家の来
場 者 が、 昭 和 62
年７月の開所以来、
100 万人を達成し
ました。記念のセ
レモニーでは、く
す 玉 割 り の ほ か、
100 万人目の来場
者となった、れい
めい高校の生徒代
表に記念品を贈呈
するなどして、参
加者全員で祝いま
した。
　また、７月 23 日（日）には、開所 30 周年の記
念式典を盛大に執り行いました。

東
郷
学
園
義
務
教
育
学
校
開
校
に
向
け
て

東
郷
地
域
４
小
学
校
閉
校
、安
全
祈
願
祭

韓
国
昌
寧
郡
と
の
友
好
都
市
締
結
５
周
年

　３月、長い歴史と伝統に支えられた東郷地域
の藤川、南瀬、鳥丸、山田小学校で閉校式や惜
別の会が行われ、在校生、保護者、教職員をは
じめ多くの卒業生や地域住民が母校との別れを
惜しみました。在校生は、４月から東郷小学校
で新たな学校生活をスタートしました。
　10 月５日（木）には、東郷地域に建設を進めて
いる｢東郷学園義務教育学校｣の建築工事に関わ
る安全祈願祭が行われ、平成 31 年４月の開校
に向けた工事がいよいよ本格化しました。

　本市は、韓国 昌
しょう

寧
ねい

郡と平成 24 年５月 16
日に友好都市を締結以来、公式団、職員研修
交流団、青少年スポーツ等交流団など、官民
一体となったさまざまな相互交流を続けてき
ました。５月には本市において友好都市締結
５周年を記念した式典などを行い、相互の絆
を深めました。
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このコーナーでは、平成29年１月から12月まで
にあった主な出来事を、抜粋して掲載します。
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